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1　はじめに

1. 1　研究の背景と目的

　近年、経済の急速な発展に伴い、中国の教育ニーズ

はさらに高まり、大学生数は毎年増加している。2001

年に教育部が「全国高校後勤改革会議」を開催して以

来、学生宿舎の建設は急激に増加した。現在、「中長

期教育改革と発展計画」を背景として、新時代の大学

キャンパス計画の方向性が模索されている。学生の生

活水準の向上に伴い、学生宿舎は宿所としての機能だ

けでなく、学習、食事、交流空間を有する環境が求め

られている。

　本研究は、中国における大学教育及び施設に関する

施策の変化に伴う大学生数の増加と学生生活を支える

学生宿舎建設の変容を示し、現在の学生宿舎が抱える

特徴を明らかにすることを目的とする。

1. 2　研究の方法

　まず、中国の大学教育体制、宿舎建設に関する施策

の変化と全国の大学生数、学生宿舎面積の変遷につい

て考察する。次に、大学キャンパスの宿舎と各エリア

の空間配置の関係及び生活区域の整備状況を調査し、

宿舎建設の現況を示す。最後に、宿舎の利用状況と評

価に関するアンケート調査を行い、学生宿舎の評価に

影響する要素に関する考察を加える (図 1)。

1. 3.　既往の研究
　中国の大学キャンパス計画に関して、劉学１）らの

大学キャンパスの長期開発計画を国際的に比較分析し

た研究、平輝２）らの中国の大学キャンパスにおける

オープンスペースの変遷に関する研究がある。キャン

パスの宿舎計画に関する研究には、孫専菲３）の宿舎

建築の廊下、居住空間ブロック空間の組合わせについ

て検討した研究、羅瑩英４）の学生心理、行為の視点

から宿舎の設計を検討した研究、大学生宿舎の生活

面における、信頼性と有効性を分析した張占広５）の

研究がある。また、葉安福６）の公共交流空間の要素、

心理的ニーズ、存在する問題点を把握し、交流空間設

計の方法を明らかにした研究がある。しかしながら、

中国教育施策と大学の発展をふまえ、大学キャンパス

における学生宿舎の利用評価を明らかにした研究は見

られない。

中国の大学キャンパスの宿舎計画に関する研究
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2　中国の教育体制と中国大学建設の現状

2.1　中国の教育施策の沿革

　中華人民共和国が誕生して以来、「中国教育改革と

発展概要」、「科学教育と発展概要」などの重要な政策

を実施した。建国後、大学の宿舎建設に影響を与ぼし

た政策は 2001 年に実施した「社会化改革会議」である。

「教育統計データ」8) 中国教育部から大学生数を見ると、

1999 年の 413.4 万人であったが、2016 年の 2695.8 万

人に増加している（表 1、表 2）。

2.2　全国大学の施設の増加

　多額の資金が学生宿舎の建設に注ぎ込まれ、1999

年から 2000 年末までは、全国の新築大学生宿舎面積

は 3800 万 m2 であり、建設量は 1949 年から 1999 年の

50 年の建設量を超えている。学生数が増加するのに

伴い、校舎面積も増加しているが、学生一人当たり面

積は減少している。しかしながら、学生宿舎の面積は、

大学生数の増加とともに、キャンパス全体の床面積に

対する学生宿舎面積は増加している。
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2.3　宿舎建設に関する法規の沿革

　2009 年の校舎面積に対する学生宿舎面積の割合は

28.9% である。近年、校舎面積の増減は 1m2 以下で安

定し、2010 年に政府が描けた 2020 年の学生数 3,300

万人という数量の目標 12) を達成しつつあるが、教育

環境の質の改善が課題となっている。また、2001 年

から 2009 年の宿舎面積は 8m2/ 人であり、これは学生

宿舎の一人当たり面積法規の最低限ではなく、最大限

に合わせて設計されている 9)。「学生宿舎面積指標」10)

の学部生の一人当たり面積は、1992 年の 7m2 から 2008

年の 8m2 に増加している。また、博士の一人当たり面

積は10.5m2 から 25m2 に増加している(図 2、3、表 3、4）。

3　大学キャンパスにおける学生宿舎の現状

3.1　調査対象地の選定

　2009 年の中国の大学生一人当たりの宿舎面積は 8 ㎡

であるが、調査対象として、この平均値に近い広さの

学生宿舎を有する南京林業大学新庄キャンパスを選定

した。また、比較対象として、在学生数は同じである

が、2 倍の敷地面積を有し、と一人当たり宿舎面積も

約 2 倍の湖南科技大学キャンパスを選定した（表 5）。

3.2　南京林業大学新庄キャンパスの現状

(1)　施設の配置

　南京林業大学の学生宿舎はキャンパスの北側に集中

している。学生宿舎エリアから 250m 範囲に食堂 4 件、

利便施設が 9 件を配置してる。湖南科技大学の学生宿

舎はキャンパスの周辺部に配置し、利便施設は宿舎エ

リアに近い位置にあり、学生宿舎エリアから 250m 範

囲に食堂 7 件、利便施設が 9 件が配置されている。こ

れは、学生宿舎から 250m 以内に建設するという「宿

舎建設設計規範」9) の規定に基づいている(図4、図5)。

(2)　教学施設、図書館、食堂、ゲートとのの距離

　南京林業大学及び湖南科技大学の宿舎からの最も近

い教学施設、図書館、食堂、ゲートの多くは、学生宿

舎から直線で約 700m 距離以内に多く配置されている

( 図 6)。

表 3　学生宿舎における面積指標

表 4　学生宿舎における設計規範

図 2　校舎面積、宿舎面積、校舎面積に対する宿舎面積の割合

図 3　中国大学一人当たり校舎面積、一人当たり校舎面積

表 2　大学教育の発展と宿舎建設の発展
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図 4　南京林業大学の施設の配置
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調査場所 調査期間 配布 回収有効枚数 回収率 調査対象 調査エリア

1 南京林業大学 11月7日〜10日 400 258 64.5% 在学大学生、大学院生 図書館周辺、図書館の自習室、宿舎エリア、食堂前、各講義室棟前

2 湖南科技大学 11月13日〜18日 400 297 74.3% 在学大学生、大学院生 図書館周辺、図書館の自習室、宿舎エリア、食堂前、各講義室棟前

図 5　湖南科技大学の施設の配置

図 6　宿舎から各施設までの距離

(m)

表 5　アンケート調査の概要　

図 7　日平均施設の滞留時間、日平均施設の利用頻度

図 8　宿舎の利用パタン
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4.　アンケート調査

4.1　調査の方法

　宿舎の利用実態や利用意識に影響する要素を把握す

るため、南京林業大学と湖南科技大学の図書館周辺、

図書館の自習室、宿舎エリア、食堂、各講義室棟を

利用していた学生 555 人を対象とし、宿舎の利用意識

をアンケート調査シートに記入してもらった。調査を

行った項目は (1) 属性、(2) 居住情報、(3) キャンパ

ス内の移動手段、(4)1 日のキャンパス施設の利用、(5)

宿舎内部空間の満足度、(6) 宿舎から施設までの距離

満足度、(7) 宿舎周辺環境の満足度、(8) 宿舎周辺に

必要と思う施設、(9) 宿舎利用の利便性の評価と改善

課題の９項目である。

4.2　アンケート調査による利用現状と意識の把握

(1)　宿舎の利用実態

　宿舎の 1 日の利用パタンを統計したところ宿舎利用

において、平日の回答が多い宿舎の利用パタンは昼休

みに宿舎に一度帰るパタンが多くを占め、宿舎を睡眠

をとる場所として利用するパタンと昼と夕方に一度帰

るパタンが多い。土日では１日中宿舎に滞留するパタ

ンも多く見れらる。南京林業大学新庄キャンパスにお

ける大学生の 1 日の平均滞留時間は学生宿舎が最も長

く、平均滞留時間は平日では 13 時間、土日は 16.5 時

間である。湖南科技大学キャンパス宿舎における大

学生の 1 日中の平均滞留時間を見ると、宿舎が最も長

く、平均滞留時間は平日は 12.3 時間、土日は 14.7時

間である。両大学とも土日は講義室の利用頻度が下が

り、図書館の頻度が高くなる。キャンパスを出る頻度

は南京林業大学では「週に 1 〜 2 回」の割合が 54.7%

で最も高く、「ほどんど出ない」学生が 25.2% を占め

る。湖南科技大学ではキャンパスを出る頻度は「週に

1 〜 2 回」の割合が 43.3% で最も高く、「ほどんど出

ない」学生が 17% を占める。湖南科技大学の宿舎周辺

の公園や広場の利用頻度は「週に 1 〜 2 回」の割合が

最も高く 54.2% であり、湖南科技大学では「週に 3 〜

5 回」利用している学生の割合が 58.7% と最も高い。

公園や広場の利用の目的は両大学とも、「散歩」の割

合が 36.7%、35.9%と最も高い (図 7、8)。

(2)　宿舎の利用意識

　学生宿舎に満足している理由を見ると、南京林業大
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図 10　宿舎位置の満足度と施設までの距離分布

図 9　学生宿舎から施設の距離の満足度

南京林業大学

学は「食堂に近い」(26.5%)が高く、不便の理由として、

「講義室が遠い」(27.8%)、「ゲートが遠い」(22.2%)と

いう理由が多い。湖南科技大学は便利と思う理由とし

て、「食堂に近い」(39.7%)がと最も高く、不便と思う

理由として、「講義室が遠い」(48.9%)が多い。宿舎内

部空間については、両大学共「宿舎の利用空間が狭い」

という不満が多く、南京林業大学は68.8%、湖南科技

大学は46.3%を占めている(図9)。

4.3　宿舎の満足度と各施設の距離の特徴

　宿舎位置に対する満足度と各施設の距離の関係を明

らかにするため、満足度と施設までの距離についてみ

たところ、満足度の平均が3.0より大きく、満足とや

や満足の合計の割合が不満、やや不満、普通の合計の

割合より高い場合、学生宿舎からの距離が講義室まで

は500m以下、ゲートまでは300m以下で満足する傾向

がある(図10)。
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5　おわりに

　本研究では、中国の大学キャンパスにおいて学生宿

舎の立地と評価に関して以下のことを明らかにした。

(1)大学キャンパスにおける学生宿舎の延床面積は毎

年増加し、2009年には28.9%となり、学生宿舎は大学

キャンパス計画において重要な位置を占めている。「社

会化改革会議」の実施により、多額の資金が導入され、

宿舎の建設に大きな影響を与えた。

(2)宿舎を含む生活エリアは教学エリアから独立する

ように計画されており、食堂、利便施設が宿舎エリア

毎に充実している。

(3)宿舎利用の評価では、食堂との距離が近いこと、

及び講義室までの距離が500m以内にあることが学生

宿舎の満足度を高める要因となっている。また、利用

空間が狭いという不満が多いなど、基準が今の学生の

生活水準に適用できてないことが考えられる。

湖南科技大学南京林業大学

52%48%

63%37%

69%31%

60%40%

67%33%
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